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「CO2見える化」との関わり：自己紹介

1. （独）農業環境技術研究所において、農水省受託研究プ
ロジェクト「農業分野における環境影響評価のためのラ
イフサイクルアセスメント手法の開発」(1998-2002)のとり
まとめを担当。「LCA手法を用いた農作物栽培の環境影
響評価実施マニュアル」（農業環境技術研究、2003）

2. LCA学会・食品研究会

3. 2009～2011年度「カーボンフットプリント制度試行事業」
検討委員会委員など

4. 2010～2013年度 農水省・「CO2見える化」データベース
整備事業、農水省・地球温暖化対策促進推進事業、経
産省・CFPを活用したカーボンオフセット製品試行事業、
などの検討委員会委員



農業分野におけるＬＣＡ研究プロジェク
ト「環境影響評価のためのライフサイク
ルアセスメント手法の開発」(1998-

2002)

水稲、野菜・畑作（キャベツ、トマト、小
麦、小豆、テンサイ、ばれいしょ、甘藷、
ダイコン）、茶、飼料作物（イタリアンラ
イグラス、青刈りトウモロコシ）、温州ミ
カン、ナシについて、積み上げ法でイン
ベントリーデータを収集。

積み上げ法による評価手法をマニュア
ル化して提案。

➢ 非常に詳細なインベントリーデータで
貴重であるが、栽培システムが古い。

➢ 評価手法については種々の新しいソ
フトが開発されている。

農産物・食品のLCA研究で明らかになってきたこと（2008年頃まで）



化石燃料由来部分は農業環境技術研究所(2003)より試算。水田土壌からは
発生しているメタン（CH4）は、環境省のデフォールト値（日本国温室効果ガスイ
ンベントリー）からCO2当量へ換算して示した。

1.1kg CO2eq/kg 玄米

お米：生産工程からのCO2排出
例１） 関東地方の栽培事例

0.36 kg CO2 eq/kg 玄米

農産物・食品のLCA研究で明らかになってきたこと（2008年頃まで）



お米のカーボンフットプリント（CFP)：
生産～輸送・販売～調理
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78g CO2 eq/杯

LCA学会食品研究会報告書（田原ほか2006）より齋藤が作成（関東地方のデータ（例１））

農産物・食品のLCA研究で明らかになってきたこと（2008年頃まで）



食品のLCA研究で明らかになっ
てきたこと（2008年頃まで）

➢ ライフサイクルの中では、生産段階の排出が大
きい

➢ 水田からのCH4や窒素肥料等に由来するN2Oな
どの自然由来GHGの排出の割合が大きい

➢ 輸送に関わるCO2排出の比重は低い

➢ 施設栽培のCO2排出の比重は大きい



「低炭素社会に向けた１２の方策」より
（国立環境研究所、2008年5月）

2008年・温対法改正に伴いCO2排出負荷の「見える化」の動き：
環境ラベルへの期待

「カーボンフットプリント」事業

さまざまな環境ラベル



2009～11年度の試行事業を経て、2012年度よりカーボン
フットプリント事業（民営）としてスタート。2017年度に以前
より運営のエコリーフ環境ラベルと統合し、現在は統合版
「エコリーフ環境ラベルプログラム」

「カーボンフットプリント」事業

試行事業総括シンポジウ
2012年2月

CFPプログラムのHP（2015年5月）



2013年3月 宮城県内の道の駅

生産者サイドにおける「CO2見える化」

当時、生産者でも簡易にCO2削減を

算定できるツールの開発が求められ
ていた。



農産物の簡易CO2算定ソフト

生産者サイドにおける「CO2見える化」 ：簡易算定ツール



生産者における「CO2見える化」：簡易算定ツール



生産者における「O2見える化」の動き生産者サイドにおける「CO2見える化」 ：簡易算定ツール



生産者サイドにおける「CO2見える化」 ：簡易算定ツール



東北大学農学部・川渡フィールドセンター
減化学肥料・減農薬栽培の試算例
（参考値：宮城県慣行による算定）

生産者サイドにおける「CO2見える化」 ：簡易算定ツール

➢ 生産者目線（面積あたり）と消費者目線（重量あたり）：機能単位の違い
➢ 「CO2見える化」：生産者のモチベーションにつながるか？
➢ 関連事業の継続性



生産段階のCO2簡易算定ツールのフード
サプライチェーンにおける位置づけ

生産 集荷・貯蔵 運搬・流通 販売 消費

生産資材

廃棄
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脱炭素化技術


